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GT線L=机ナる非線形帯磁率しこついて

泉大 理 蝕瓦哩 鈴木増後

51.着服磁場中Q)スピングラス相

Gabay とToulousel)は, 鼻si2,-m ヒいう楓如 条件摘 たすm柚 へ､7いし
スピンのSKモiitlIL2)を捷棄した｡ このモデJLはTn鑑分ベクトtL入ピ ンのすべ､ての対に
福豆確円Jij桝傾き,このJijがな4,ようなウイトに依jtSい一様な廃車分布に従うれ､
うモデルである:

p(Jij)=[N/2TJ2]y2expトはj-I./N)2/Z(J2/～)〕 .
彼らLJL70リカ法3)を臥 ､て,この系の自由工ネ7Lギーのクエン千早土鈍評価し,回1
のよう甘相回を嫁仁1)｡

7n2+qm+zH,2
斗(Tn+2)之 JZ

Ts年(0) T

阻1 171-ィ､ウト/LSKモチtJLQ)相図

これL=よると , 有限磁場Hlの下で,GT線ヒ呼Ifれら境界線TCT(Hl)でタ極 目 1に
対して更直方向のスピンゲラスオ-ダL餌x)bltl白発動こ出現する｡ イジン7"sK
trILに対して deAlmeiAa.-Thouless叫)が行なったのと同様な安定性の瀕 の
約束 ,Cra等きちS)L拍 7線で,タ暢 Hlの方向ヒ垂直募向の紡 向同和 こ しつ○リウ

雷竿fki.警 告h=謡 と震 品濃 ご州 ′Parisi鵬 聾?)に従って 東酎
こd)G･T線Li ,タト場Hlに垂直なす向に連Bすれtまt;イi;tン711ぇtoJゲラスにおいて
引x)摘 発秒こ出現L , 同時にし70リわ煎軸性が勅 る点rH=O,T=Ts年)ヒ同線
な相転移線である｡ イジ二つtlスどこゲラスで恥 Ts骨で非観 梅掛 t翻 る8.)Plo)

Tnllウ目しスピンゲラ人の齢 ,上述のようにを丁線でqL(X)が也斬 るので,これに共
根な外場として横顔】頗7､掛雛 考えると,これに索ける非線形崩 ,すなわち掴鈍麻
等腐緯ポ昏丁線で肘 ることが子息されるごり

皇2..GT飽.こか ナる非鮎
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｢磁性体における新しいタイプの相転移現象｣

筆者らは,m最分べ､りトlLスヒoJSKモヂJLのSk(L70りカ対称)線にみいて昏丁線
近席での非線形帯碑 を卸 ､た三2)この餅 LJ,GIT線吹上の患劫 (/門 相)で l正しし､…)

m嘉竹中,第1軸方向にタ鳩 Hlをかけ,これと憂直な第2軸方向しこ微は 桟鶴亀H⊥左
叩DQするという状況を考え, 次のようなオーダー′巧 メタを各人した'.
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車紬 い わらのオ_ダ_,Stou,A;塩 完 とPi冨ご:tgT;+ ｡｡ふれ 卜
及び xl,X之,臼 ････

号積充を解き,H⊥に対する叩⊥の3攻 , 及び叩〝C)斗次の非 新 物 t与丁線TETOiJ
で翻 るという絃郎 得た･.12'
d3m⊥
dHiHJ/･O T-TcT帆 ) , 語 長 (T-TC仙J)a●

さらに,すT継承でH⊥→ OQ)痘取(t ～ (T-TqT(Hl))として,七っ0,山→0
か っ H⊥/t=coTISt.)を考えると,助ヒの弓師 頑L=おいてか ようtJスト リン
グ則bltl成L)丸っこヒb指せた･.12)

m⊥(H⊥卜 Xi1,,iH⊥-rttf(cl(HJ･掌),

tm,,,Hl)-m.,'O'I-xI(,:iHヱ-3(cl(Hl,･%),
た机 ,七∝ (T-T即(H､)),h⊥=Xll,)lH⊥｡ ここで,千(汰)及び､9(X)は
えサーリニDtl関数であり次式で与えられる'.

抽 =封-1+石下詑 ),
抑 -去トl+q x)a,

(団Zを参漁)｡

これに対して,軸 ,高山如こより次4)ようなえ漁灯なされた:3)いき考えてし､るモヂ

'SLご;篭 完慧 謁 芸言,AL'(震 ､諾 霊 震 浩 言認 識 孟Lt'孟loah
_J■

セげ)第1如 取り通しと熱が的には等しし､佃3)｡ ところ粥'sK解で両 軸
壕中で ノ ミ4)オ向についてo)け触 )軸 鉾はLアリ力対称性の破れL=伴,て異常を示
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回2 スケーリンゲ関数
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回3

さtJL､｡ よっ7年丁線上でLl,(一船場に対寸る応巷L:ぼ)発散は現れない｡ また
,丸の租 では 也tL7-コニ･1人テントを蒋式でHlす向とH⊥方向ヒを綻び､っけるJf
うメタや(こち12)Q)取り扱い方が､不通如 -あ,たt:め,軸 性を破ってしまってし､る
とし､う鴇蝿叩きytたIP

Lかしなbl..5,尽丁線上の娘 秒絹根磁洩bY'印加されているという-軸朗蜘性Q)T

でこれにを遠方向Q)弓⊥が規約 というタイ700)もので■あL),たとえGT線より高温剛で
もqT如 虜では･この%⊥の自発触 軌 こ丸行して軸 称触 硬とJ響 ′′ゆうで"針1
発注してし､さし吋tである｡ この状況でH⊥を印加しても/H;=Hl+H⊥ 喜ばL･.わか
ら印加した下でのスtoニ軒定へQ)再編嵐には非常に長い朝 bYlかかもものと思われる｡こ
れよLJ植時間の判定にも､いてL寸,タト場Hlの下でのこれ=垂直粥⊥o)出現に伴って,iL
に茶盆な外場tLてのH⊥ に対してのも各の異常が勧 抑 るであろう｡ 筆鋸 の萄貧I
Lま二g)ような状況と考えt:ものでbる三2)吏降の判定におし､て,HlヒしてStaticな蕗
場をかし†るQ)に対し7H⊥として哨軌､な史鹿破堤を印加するならばt,GT線でo)⇒観形
桟物 異常は 十分敏郎 れる可能性があると思われる｡
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｢磁性体における新しいタイプの相転移現象｣

患 霊 芝議 賢 治 場翻 る構 絹 ,ても,紬
を取り逢せば.,積層威朝 てttO,モ4'オ向叫 する'緒 を見るこし絹 価7ttあLJ,∫,て
HlヰOである限り里常はれ ､,というtので-ある｡ これは,イジン1"sKモチl/比 か
けるSK解は,H=0,T=Ts年 でのみそo)弓師 衝き鉾が轍 L,HキQ_71tIJ L,チ

d3m
dH3告農学

蒜 宗 ､三品 二言蒜 '1言準 ｡鎧 .悪 霊 "Tis(盈 協
和細 め†あるはすである｡ このズsqの発散iL70リカ軸 で､示すL=は,Sk解o)柚勺
では無頚であり,し70リカ対称性の破れを許すFhrisi解を削､飢ナJ41ぬ ら机 ､:1亨)

‰ -1{mN~In-2T-2路gl芝晶.,(srsIsTs,r).γl■10

玖上の鶉 より, 触 らはか ことは ALたい｡ 高温触 らQ'AT線へ0'鴇血に隼
う梱 形縫物 泉を塊姶する齢 , f=とえ高温付けIbってもL?｡L)カ対称軸 戒鵬 許す

枠に如 ､て辞徹しなければ不十分であろう｡ なせ郎 ばt,AT線そのも4,が SK解之)
あるし､朋 れと軸 な現象鎗如 取刃鼓し､8)では観足され甘いから?･､ある｡ t-_F:･･L､疫

界･.!.でし7.リカ対称性桝破れるT;tLナでfJく閥 亀の2東ヒ共彼な)スピンゲラス1-9t.-

'ヾうメタが自発如 出射 る項舟L=ば,非紬 助 泉をSk解あるし-け鰯 的な港内
でも その本官は吉越できると思われる｡ (イジニケ.スヒ｡ユ7･･ラスのHニO,T=Tsq
良好 仰鑑桝､外 1Lスピンゲラス絹 丁線の垂駄 句は,こAD軸 する｡ )
今後, PariSi解の称=鹿げ左上で,卜鵜舟勧 二村するx2をも含めt:)非線蛸 島
如泉を鞠吋てみたい｡

I)カ轍 鮒 徹 る繊 称 ､あるAT射 '上7t.さえも,艶 毛X子
を示:なし､ということを娘拠L=している｡

しかしながら,SGオーダ､l門 メ婚 礫 XseこN~lEX;jXji-N-l∑
は,AT線へQ)艶 に伴って発散する.lq)ニ0)も如 .,【キ｡のATiiJ;
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